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職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

一緒にゆったりと過ごす場面

５８ 留用考
者碧南高給ひとりのペースで暮らしている

ることで生き生きした
５９

　　

ー

　

や、 がみら ている

　

（参考項目：３６，３７）

戸外の行きたいところへ出かけてい

：４９）

健康管理や医療面‐

その時々の状況や要望に応じた柔
６２

　

軟な支援により‐安心して暮らせている

　　

取

　

り 組

　

み

　

の 果
１該当するものに○印

６３

　

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

６４

　

ｐの

　

々が＝

　　

て ている

　

（参考項目：２，２０）

６６手勢ま緒言雫誹働けている

から見て一
６７ 足していると思う

　

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
６８

　

おおむね満足していると思う

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】
・地域に必要とされる施設づくりを目指しており、外部事業への参加や当施設を拠点とした地域交流事業を継続し
て行っている。また昨年度に引き続き、地域活性化プロジェクトの団体と連携して、利用者が地域に出て役割を持
つことができる機会を持てるよう努めている。
・認知症普及啓発の活動についても継続して行っており、地域団体からの依頼や地域交流事業、看護学校などに

　

・

　

、

　

言

　　　

，

　　　　

０－－

　

－－

　　　　

…

　　　　　

己ｈ

　　　　　　　

、
ている。また‐ユーザーアンケートも公表

外部研修への参加機会も設けられている。職員個々

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
事業所キャラクター かたピ－」が大活躍され～今期は「かたビ－地蔵」が誕生しています。利用者とと
もに多くの行事で主役を務めています。地域住民との交流イベントを事業所内で毎月開催Ｌ、地域で
のサロンや公園体操 認知症同士の交流に出かけています。交流室を地域に開放しており使用もされ
ています。今期から年間目標を立案して、毎月目標も掲げ、自己研鍵されています。事業所内研修（毎
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自己評価および外部評価結果
宣 齢

　　　　

項 目

　　　　　　　

畿 麗

　　　　　　　

実践状況
外部評価

次。行 ガ 蜘 枇． 徽 幣
１ （１） ○理念の共有と実践

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和６年度から年間計画を立案し、毎月目標

　　　　

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を立てている。３月は「見られてます

　

あなた

　　

　

　

　

　

　

　

　 　

　　　　　　　

　

　

　

１″Ｉ
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目

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は‐実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

　　　　　　

自己訂＝

　　　　　　

実践状況

地蔵盆や大文字鑑賞の開催‐地域を対象
とした施設内行事では、人形劇を通し認知
‘－－ノば Ｍハ

　　　

，

　

ムー′】」行ノている。

　　　　　　　

外司）ｉテ

実践状況
図

次のステップに向けて期待したい内容

４

５

（３）

（４）

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り誓÷：ｒぷし〒：ｒノいて報告や話し合
いを行い‐そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

　　　　　　

－：ｉと行し、活動報告や
ご意見を頂く機会を設けている。また、ＨＰで
の公表ヤニＴ

　

ハ刊，六している。

“^Ｍｉンパ一は、隊朕ｉ名 性原字区社協会
長、、樫原学区社協会事務局長、学区民生
児童委員

　　

貴公長つなか、高齢サポート
西京南部センター長、近隣の３事業所からも
参加がある。利用者状況や事故～ヒヤリ・
ハット‐地域交流、会議、研修などの報告を
している。メンバーから質問があり、意見交
換している。職員には議事録を回覧して‐周
知を図っている。家族への議事録の配布も
おこなっている。

ご意見を頂く機会を設け

５

６

（４）

（５）

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り‐事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら 協力関係を築くように取り組んでいる

匹ョ′宗、ＩＸ黒‐‐

　　　　　　　

・一ｍ＝ｏのノ′

　　

－幅．－
参加し情報共有を行っている。

ししている。事故報告書は、行政に手渡しや
送付をしている。昨年末に新型コロナのクラ
スターが発症し、狼二ｉｉＴ｛；；肋Ｒロ ウ揺
を得ている。西京事業者連絡会や地域ケア
会議‐京都府異業種連携協議会、京都地域
密着型サービス事業所協議会などに参加し
て、亨二言面ｖノメ流や研修などおこなってい
る。京都地域密着型サービス管理者研修
で‐「かたぎはらの地域交流の取り組み」を
紹介している。京都オレンジ色プロジェクトの
活動にも参加している。

６ （５）
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており‐玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

年に２回内部研修を行い身体拘束について
学んでいる。また～虐待の芽チェックシート

　

「

　

＊ぬ－．零豊△ 未戸ｒ、身体拘束の
理解を深め不適切ケアヘの意識を持ちケア
に取り組んでいる。

１ ，，↑ 宋 苓，＝’トイＬＵり；‘‘．ｖ刀ヂ臼毒↑」をｉ乍６ＦＩ

ている。「身体拘束等適正化検討委員会」
「虐待防止委員会」を同時に、運営推進会議
メンバーとともに２か月おきに開催している。
今期の研修は主任（２名）が講師を務め、「ス
ピーチロックや認知症の方の行動について」
をおこなっている。一人でベランダを歩く方も
おられ、少し離れて職員が見守っている。年
１回「虐待の芽チェックリスト」で、自己検証も
おこなっている。

７ ０た，、ｊ‐Ｐ防止の１開ｇ
管理者や職員は‐高帥侶に… ，１ト閣，エ…，－ノし、

て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い‐防止に努めている

年に２回の内部研修を通して虐待について
理解を深め‐不適切ケアヘの意識づけや
虐待防止に努めている。

自
齢

　　　　

項

　

目

２月Ｉ
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０権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち～個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

　　　　　　

自己評価

　　　　　　

実践状況

内部研修を行い：：Ｔｄ．－ム「 弱りる学ぶ機
会を設けている。

　　　　　　

外部評

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

９

６

Ｃ文”－－闘うる…－と納得
契約の締結、解約また改定等の際は‐利用者や
家族等の↑メ１ｒ疑問点を尋ね‐十分な説明を行
い理解ー納得を図っている

靭ｑん書や一戸るげ…

　

・ｒハ

　　　　　

－－ ーｃ‐‐ノ」，」１」っている。
不安や疑問も尋ね、安心や理解が得られる
よう説明を行っている。

＝Ｌ」博夫 －

　

－

　

，ｒ’
ｖ
‐；；リｒば＋

　

↓＆▽韓ｌｏ

１１

（６）

（７）

利用者や家族等が意見 要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表どろ”“^

　　　　　　　　　

ハハ欄リ‐それらを運営
に反映させている

毎年、ユーザーアンケートを実施しご意見

　

±＆」貝ご宋ａーｉふＨＰで公表している。ま
た 通そ・三

　

三 ｗムー，．－Ｔ

　

恩，「、夏至を
確認し反映出来るように努めている。

から、現在も家族との面会を地域交流室の
みでおこなっている。時間制限はない。家族
交流会を５月 １２月に開催している。家族か
ら「部屋で話をさせてほしい」との希望は多
いが、苦情はない。年１回の顧客満足度調査
でも苦情はない。「運動をさせてください」「ノ
ンアルコールビールを飲ませて下さい」「バナ
ナを食べさせてください」など、持参もあり対
応している。利用者には誕生日や行事時に
好物を聞き叶えている。

１１ （７）
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

定期的に会議を開催し、各ユニットの意見
交換をしている。また、人事考課制度、ヒア
リングを通して意見を聞く機会を設けてい
る。

ち、ケアや業務、その他の十条。￥ｃおこなって
おり、職員会議を兼ねている。全体会議も必
要時に副施設長が招集している。主任会議
は毎月ある。職員は年１回の管理者との個
人面接（自己評価提出）などで、諸意見を述
べ‐外部研修への希望も伝えている。全職
員が外部研修に参加している。介護福祉士
取得率は７０％以上ある。各種委員会や担当
業務も受け持ち活動している。今期は東山
堀口又抜ｆ俄から実習生を受け入れてい
る。職員から茶道具セット（茶釜を含むセッ
ト、茶碗は複数個）の寄贈があった。これを
用いたイベントを考慮中である。

１２ ０税木は現Ｕノ正Ｕ用
代表者は 管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など 各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

人半ぢ

　　

惑ｍ援用とヒアリングを通し
個々勤務状況の確認や意見を聞く場を設
け、向上心を持ち勤務が行えるように職場
環境、条件整備に努めている。
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項

　　

目

０職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や‐働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

　　　　　　

実践状況

内部研修だけでなく、外部研修の案内も周
知しており、研修を受ける機会の確保を
行っている。毎年‐個々でも学びたい事や
研修計画を立てている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

１４

辱璽

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会‐相互訪問
等の活動を通じて‐サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

１，Ｅ園‐ 副；薙髪≦【臨 調鶏 艦載｝…
○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら～本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

居住系委員会 他法人の運営推進会議や
合同研修‐法人内の市域・ブロック会議等
を通じて‐情報交換や交流の機会を持るこ
とでサービスの質の向上に努めている。

サービス導入前には回“^」実施しご本人や
家族に不安な事や要望を伺い、ご本人の希
望と思いが反映できるように関係の構築に
努めている。

／／／
／／／

／

　　

／／／
／／／

ｌ１

／／
／

１６

サービスを導入する段階で‐家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら‐関係
づくりに努めている

サービス導入前には必ず面談を行い、家族
の思いを聴くようにしている。また施設見学
の対応も行っており、不安なことなどが解消
できるよう努めている。

７ Ｃ徽ル ”応の見極熱し支援
サービスを導入する段階で 本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

サービス導入前の面談、判定会議などを通
して～本人と家族等が必要としている支援
や対応に努めている。

１８ ０本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず～
暮らしを共にする者同士の関係を築いている 日常生活では職員と一緒に料理や生け花‐

清掃を取り入れ関係の構築に努めている。

１９ ０本人を共に支えあう弧朕との関係
職員は 家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の辞を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

家族様とは面会時や外泊‐家族会の実施
や外出時などー：１：二八角 ÷，

－．］どをしな
がら一緒に本人を支えていく関係性の構築
に努めている。
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２階
目

　

外

　　　　　　　　　　　

活

　　

口 自 己 評 価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外部 評 価
己

　

部

　　　　　　　　　　　

Ｈ

　　

口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

２０ （８） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

友人・知人の面会は徐々に減り～家族が中

　　　

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

心の関わりになっている。息子さんや娘さん

　　　

所との関係が途切れないよう 支援に努めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と外出や外食に行かれる方、月１回自宅に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

帰る方などおられる。趣味の継続では議良さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ん から２週間 ごとに生 花 が届 き‐以前 は自 分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で生けていたが、今は職員の手を借り花瓶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宇野田サロン等への参加により馴染みの

　

に生けている。コロナ禍で体力が弱り、趣味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人や関係性の継続支援に努めている。

　　

の継続ができなくなった方も多い。プランター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で夏 野 菜を育 てており、その 中 に、京 都オレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ンジ色プロジェクトのため の 人 参もある。職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

員は毎月‐利用者の生活や行事の様子、健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

康面など手紙に書き、写真や広報紙とともに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家 族 に届 けている。

２１

替寧響き騨離船ぐ躍 懲 顕著養護耕需人望瀞蜜を燕懲謄

　　

／ ／ ／

　　　

／ ／／

　　　　

な支 援 に努 めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｎ～リ１刈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構 築 に努 めている。

　　　　

係性を大切にしながら、必要に応じて本人，家族

　

と、声掛けをしいつでもご連絡頂けるような

“

　

鍵 夏罰 鎚契開議需選挙たても、これまでの関 利用終了後も「いつでも相談してください」

　　

′′′′
′′′′

′′－－
／ ／

　　　　

／／′
′／／／／

　　　　

の経過をフォローし‐相談や支援に努めている

　　

関係作りに努力している。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

ｉ

　　　　　　

●

　　　　

．

　　

ｉ

　　　

ｒ

　

′

２３ （９） ○思いや意向の把握

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者との日常会話を「記録サマリ（介護記

　　　　

一人ひとりの思いや暮らし方の希望～意向の把握

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

録）」に記載するとともに、申し送りの必要事

　　　　

に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項は業務日誌に記載し、職員間での共有を

　　　　

ている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図っている。意 思表 示 の 困 難な方もおられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 ひと表 情 や 動作 でくみ 取

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日々 のミ÷テ ングで情報共有を行い希望 客と≧室き善一二者鍵できるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

や思いの把握に努めている。

　　　　　　

「コーヒー．紅茶」「あまい・しょっぱい」などプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リントアウトして、指 差しで示 せるようにして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる。家族の面会時に利用者の思いや意向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を把 握し介 護している。

　　　　

諭警潔聖で瀞サ
歴
－
ゃ霞染繁用

の
の躍
ら
過喜ぁ

生滝壷唐鍬達覆婁凄集
絡遷灘麦芽学ぶだし

２４

　　　

０これまじの暮らしの江漫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′′′
′′′

′′′
′′′

′′′

　　　　　　　　　　　　　

／′′
′′／

／′′
′′′

′′

　　　　

に努めている



６月Ｉ

自
己

外
部

項

　　

目
自己『＝

　　　　　　　　　　　　　

Ｍ

　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

ｉ

　

【．－

　

ー

　

ー
実践状況 実践状況 プに向けて期

２５

（ｌｎ）

０暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方～心身状態‐有する
力等の現状の把握に努めている 日々の生活やケアを記録しミーティングの

場で情報共有し把握に努めている。

　　　　　　　

；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｎモニタリング自 涜・月ごとにケ／ノフノ。」【“

　

） のステツ

　

に口｛

　

て

　　

．しこし、 谷

２６

２７

（ｌｎ）
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人‐家族、必要な関係者と話し合
い～それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した斉“≧；；鯛ｃｉ平成している

ミーティングを通し情報共有や課題の検
討、ケアの見直しをしている。

でおこなっている。６か月ごとにケアチェック
表でアセスメントに基づき、サービス担当者
会議を開催し、家族、利用者、介護職員、計
画作成担当者などの参加がある。医師や薬
剤師、訪問、ノサ

　

フ師から照会文を得て
いる。体瀕納

　　

－

　　

， 開催して
いる。利用者（家族）の意向やケアチ ソク表
か「扇デズ］’；；をおこなっているが、認知症や
周辺症状－－対する課題がやや少ない。「記
録サマリ（介護記録）」は経時記録で、利用
者の状態がよく記録され理解できる。施設
サービス計画書のサービス内容に具体的な
記述がやや乏しい。

認知症で入居されている利用者なの
で、中核症状や周辺症状に寄り添う
支援が必要です。また、サービス内容
に了；二言－′ｒ．各や個別性を重視し
て‐具体的（５ＷＩＨ）に書くと‐より支援
の統一ができるのではないでしょう
か。期待します。

２７

２

様子やケアの実践・結果‐気づきや工夫を
変化や日常斗，［ＧＭ

　　

・‐可 ノこＧ；声少し
ている。

個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

２８ ○一人ひとりを支えるための墨策〃－ｖ′’骸釧ヒル
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して‐既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

訪問診療、歯科往診、訪問美容など一人ひ
とりに応じたサービスを導入している。

２９ ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
」 本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

公園体操への参加、よもぎ倶楽部、児童館
など地域との関わりを持ちながら豊かな生
活が送れるような支援に努めている。



７／ｎ

己 部 項

　　

目

　　　　　　

自己雷髄

　　　　　　　　　　　　　

扇ｂ

　　　

、

　

、：

　　　　　　　　　　　

鼠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

．“‘．“

　

－

　　　　　　　　　　　　　

、

　

．；
一
ｒ

　

．

　　　　　

‐、、

　　　

一

　　　　　　　　

‘ ー

　　　　

ｚ家

３０
ロ

（１１）
受診は‐本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

体調や日々の状態をご家族に報告し適切
な医療が受けられる様に支援している。

できることを説明し、１名はかかりつけ医へ
の通院を継続しているが、多くの入居者は事
業所の協力医療機関の訪問（月ｉ回）を選択
している。訪ｒ．－違に週１回の健康管理を受
けている。他科への通院は家族がおこなっ
ているが‐必要に応じて通院の支援をおこ
なっている。緊急時や夜間の対応は訪問看
護師や医師ー

　

′

　　　　　

＾

　

，
．－－▲÷・」がとれ、指示を仰

ぐことができる。

　

′

　　

ス丁ツ

　　

こ口

　　

て‘

　

、 こい

　

谷

３１
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の三－－、ル ”－

　　

奇－－倍え
て相談し 個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

気付いたことやそ÷： ．云‘しんどーコ
＝－－－－且

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ悶絶産
師とも情報共有している。また 訪問看護へ
のオンコールにて２ィ町漁民Ｕ′Ｌ

　　

．，，－－１丹
築している。

３２

３３ １２

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との；三

　

〇二ｒ．旧訣に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

閉 詠 じＶノ

　　　

，，ｎ．

　

－＝」｛乍斎１ －－

機関との連携を図っている。入院中には地
．”一ニスふ 一ｉ－－． し＼退院がスムー
ズ出来るよう調整に努めている。

　　　　　　　　　　

Ｒｈ 測じ‐^‐

　　　

，各÷： 宜 Ｊふ３３

３４

（１２）
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し‐地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

対象者の意向 要亡司書合えるよう～チーム
で取り組み、看取り者。声ｉ凹函を作成して
いる。まナ ぽ，二

　　

ミニ二大言し ご家族
にもｉ力も：二言 ↑７し、支援している。

ｈ測り分

　　

納： 宜Ｊき、入居 ‐
明し、生前意思確認書や同意書などに署名
をもらっている。研修は訪問者－Ａ′－が講師と
なり、看取りに関する知識を身につけ～その
場面に備えている。看取り期になれば、主治
医から再度、意思確認をおこない‐家族は居
室に泊まることができる。令和６年度は２名の
看取りをおこなった。看取り後は振り替えりを
おこない、報告書を作成し‐全体会議で今後
の課題を検討している。

３４
利用者の魚亦 宙”“ｄ建：‘＃乙て、全ての職
員は応急手当や初期対応にー

　

を擢↓…”－」
い‐実践力を身に付けている

急変対応時のマニュアルやフ□

　

ブて

　

１
を作成している。内部研修を通して実践力
の向上に努めている。
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京都府 グループホームかたぎはら

　

２階

皇 喬

　　　　

項

　

目

　　　　　　　　

自己
覇

　　　　　　　　

ｒ

　　　　

獅 揃 ，，『れ；一 触 聯
３５ （１３） ○ 災 言～ 来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ム ー …し、内１回…」川 叩一番 の

　

選 二－－牡＾

　　

にーふ、火災もどの

　　　　

火災や地震‐水害等の災害時に 昼夜を問わず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

立会いのもと、夜間息止呂嵐；ふ 実施してい

　

調練について報告をしています。近隣

　　　　

利用者が避難できる方法を全職員が身につける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。利用者も参加し、ベランダまで避難をして に訓練案内のチラシを配布していま

　

とともに、地域との協力体制を築いている

　

ひろ。職員の輪 講 謝 闘躍蓄き素麺豪儀島 影そぎ
を策定し、土砂 すが、地域の方 輸 ギー．阻ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ年１回実施し、１階の

　

されていません。地域の民生委員な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

取り組んでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　

●

　　

●

　

ラる司－－

　

どから見学や協力をしたいとの意見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

練をおこなっている。食糧の備蓄はアルファ

　

が出ていますので、今後、地域の方と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

米やレトルトカレーなど３日分備えている。訓

　

訓練をされることを期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

練には地域の方の参加は得られていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

．． ′

　

＝

　　　

′

　　

▼

　

’・囲 圏＝盟陥理哩粧－撃理唆濡副；お覗貿匪盟り 盛Ｚ顕 裁ｉｌ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ブ３６ （１４）０一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「介護における

　

ライパシー保護の指針」を

　　　　

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成し、利用者のプライバシー（自尊心・差

　　　　

を損ねない言葉かけや対応をしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

恥心）に最大限の配慮をおこなうための基本

　　　　　　　　

騨 腐 蝿郡梅 翻 話題長談議多寡凝議曝露書籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

るように努めている。

　　　　　　　　　　　

討をおこなっている。職員は居室に入る際は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノックをしたり、トイし ＝ “

　

． １ョ．まわりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

配慮した声 掛 けをおこなっている。

　　　　

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、

　

飲み物や衣類の提供時にはご本人の選択

３７

　　　

０利ｍ台Ｕノ布董ｖノ桃岡や自己決定のＡ．伏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′′′
′′′

′′′
′′′

′′′

　　　　　　　　　　　　　

′′′
′′′

′′′
′′′

′′′

　　　　

自己決定できるように働きかけている

　　　　　　

ができるようにし自己決定を促している。

　　　　

人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう１こ 糠醍 噛 馨 ように
，
努めている。また、生

３８

墾雲霧妻誓書轟 翻髪なく、－
食事や入浴時閤な定１繋ぎ耀き薯漆

　　

／
／′

　　

／
／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。

３９

　

甥突きで愛妻喜雄み
れ器し

援
やれができるように 翻 簾長義婁髪雲霧をで

整瞥きみる
居
。
室謎の

時

　　　

′′′′
′′′′

－－－′
′′′

　　　　　

／′／
／ ／

／

　　　　

支援している

　　　　　　　　　　　　　　　　　

や外出前にも身だしなみを整えて頂く支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

をしている。



９月Ｉ

　

京都府 グループホームかたぎはら

　

２階
　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　
己

　

部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

４０ （１５） ０ 食 事±享：すに との ささる又 最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高にゞ′” 利 用 古 の 音局 を凹四し一 がら１～７

　　　　

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おきに作成している。当日のメニューはボー

　　　　

みや力を活かしながら、利用者と職員が

　

箱」準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ドに利用者の手書きで書かれ～フロアに掲示

　　　　

備や食事‐片付けをしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

している。朝・昼食は手作り、夕食はクックチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ル であるが ご飯と汁物は手作りである。利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

四季を感じて頂けるような献立や、お誕生

　

用者は皮むきや、盛付などの軽作業を手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日に晴好品や手作りケーキを職員と一緒に 伝っている。利用者の咳下状態に合わせて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

調 理している。食 器 や畜．

　

‐ １一徹で」－－も

　

刻み食やトロミをつけた食事を提供してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

楽しみを感じて頂ける様に努めている。

　　

る。おやつでは、白玉だんご、ホットケーキ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おはぎなど利用 者と一 緒に作っている。お誕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生 日 や 敬 老 の 日などには利 用 者 の希 土Ｇ－ａ↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

き、赤飯やちらし寿司などの行事食を提供し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ている。

　　　　

確保できるよう、一人ひとりの状態や力 習慣に

　

し提供してる。定期的に水分提供に努め～

４１

　

縁者量事績食事夢長瀞琢量が－臼を通じて冥想高費課 菱琵琶で藁憲二警誓言呂≦

　　　

／／／′′－
－／／

　　　　　

′′‐
／／／／

　　　　

応じた支援をしている

　　　　　　　　　　　　　

必要に応じて栄養補助食品を提供してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。

：濯ぎ…馨半島鮒欝墓鞘髭謡驚鰐 ／；；

　

／／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利 用 昔ごとｖノ…

　　　　

・一・一双・

　

…▲する

　　　　

排遣の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

とともに、記録サマリにも排池量を記録して

　　　　

の力や排池のパターン～習慣を活かして トイレで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる。排池記録に基づき、パットの大きさを

　　　　

の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

　

排池表を作成し排ｉ世状況の把握をしてい

　

検討したり 薄手のパットを使用していた利

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

るように自立に向りた文ｉ三冬て７ノている。

　

支援をおこなっている。ポータブルトイレの使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用 者 はいない。

　　　　

夫や運動への働きかけ等‐個 ：々 もし，‐ｒ，／一：

　

切な下剤服用をしている。便秘予防として

４４

勝繋駕キ瀞胤・醐 岬 楓し編ｉ－－ＩＥ

　

一・適

　

／ ／／

　　

／
／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

温パックや体操、マッサージを行っている。
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４５

４６

（１７）Ｌ１‐^’；〕ハ

　

．．・ズ 」仁／いＬ－；文法
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに一個々にそった支援をしている

ご本人に体調を伺い希望に応じた入浴支
援をしている。入浴剤を取りいれ楽しんで頂
けるように努めている。

入浴息週２～′三、あり、」－；（入れ首へは
利用者が使用するごとに毎回おこなってい
る。希望きふる …”－．

　　　　　　　

ーｒ

　

．’「 ニノ１功：ふｒな

い‐湯量‐湯温や入浴時間は利用者の希望
に応じている。季節湯はゆず湯、しょうぶ湯
をおこない、入浴剤も使用している。浴槽は
利用者の身体機能に応じて４償ＬＴ刷じで
るタイプである。入浴拒否の場合は、時間や
職員を変えたり、足浴や清拭に変えて対応し
ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　

・

４６ ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり‐安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

体調や状況に応じて休養して頂いている。
居室の清掃やレイアウトを検討し環境整備
をしている。

４７ ○服梁又振
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

状態の変化を医師や看護師と相談・報告し
ご本人に適した内服支援をしている。

４８

（１８）

０役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割～暗好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

個別での取り組みや集団で楽しめる事を検
討し気分転換が行えるように支援している。
また生活歴を通して役割を担い張り合いの
ある日々を過ごせるよう支援をしている。

職員と一緒に毎日、玄関まで新聞を取りに４９ （１８）
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し‐家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

個別での楽しみ お花見や紅葉など季節ご
とのドライブやレクリエーションを行ってい
る。地域や施設イベントの参加やご家族と
外出をされる事もある。

行く利用者や、近くにコンビニまで買い物に
行く利用者もおられる。近くの公園に出かけ
たり ま栄二ｖノ前【」は地域の方が寄贈され
たベンチで日光浴をされている。お花見や紅
葉、詔．閣曜． 準育夢見にドライブに出かけて
いる。家族と外出や外泊をされる利用者もお
られる。

５０ ｏ命金ゐｍｗ・－ぼノ」こＵノ又恢
職員は‐本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

ご本人で管理されている方は日用品の買い
物支援をしている。施設での管理を行って
いる方には必要に応じて使用できる支援を
している。
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自
己
一国

外
部

　　　　

項

　　

目

０電話や手紙の支援
家族そ大勢仏人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

　　　　　　

自己評価

　　　　　　

実践状況

居室で携帯電話を使用されている方や、お
手紙のやり取りができるよう支援をしてい
る。

　　　　　　

外 部“＝
実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

５２ （１９）
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所 食堂‐浴
室‐トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ね〈ような刺激（音、光‐色‐広さ 温度など）がな
いように配慮し‐生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

共用空間は毎日清掃をしている。居室内は
室温や刺激がないように配慮し心地よく過
ごせるよいうに努めている。また、季節が感
じられる壁面を一緒に製作したり装飾して
いる。

』ノにノだソ１小叶ま；；：－人ご′小槍

　　

′．ワリ０し、三三１日ｉ
となっている。テーブルやソファーは距離を
大きく取りゆったりとして動きやすい動線と
なっている。壁′－‘」丁二＝≧にえー。ノ利用
者の作品が飾られている。利用者は新聞を
読んだり、切り絵をしたり、テレビを見たりし
て過ごしておられる。丸竹夷と寺御幸イラス
トＭＡＰをテーブルの′▲ミ

　

７ ンョンに貼り付
け‐歌に合わせて踊りをおこなっている。京
都劇場で開催される認知症予防体操として
参加される予定である。

５３

（２０）

○共ｍ★，－－あげる

　

人ひとりの二・ニーづくり
共用空間の中で、独りになれたり‐気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

ソファや椅子を設置し個人で過ごせる場所
の提供や、利用者同士で話せる場所の工
夫を行っている。

居室はベッド～洗面台‐エアコン～カーテン‐５４ （２０）
居室あるいは治まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

ご自宅で使用されていた家具や馴染みの
ある物品を持参されている。設置時にはご
本人やご家族と相談している。

照明が備え付けてある。リネンはリースする

　　　

‘“ 甲山Ｇ河ら込む方もおられ
る。シーツ交換は週ｉ回おこなっている。２４時
間換気システムを設置しているが、必要に応
じて換気をおこなっている。ネームプレートは
利用者の好みによりデザインしている。馴染
みの家具や写真を持ち込まれている。

５５ ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

トイレや浴室は貼り紙をする事で場所を明
確にし分かりやすくしている。環境整備をし
安全に移動ができ自立した生活が送れる工
夫をしている。


